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事例 
共同研究 植物系繊維／プラスチック複合材料の研究 

【共同研究先】 株式会社ニシハラ 

 

 

ガラス繊維を使った強化プラスチック（ＧＦＲＰ）は使用後、破砕／埋め立てせざるを得ず、環

境負荷が大きい。一方、ＧＦＲＰメーカーでは成形・切削の過程で端材が少なからず出るので、処

理費用がかかる問題がある。本研究は、竹繊維、麻等の植物系繊維を用いた「燃焼処理可能な複合

材料」の開発を目的とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検討した繊維   ジュート２種（粗目 210g/㎡、細目 240g/㎡）、竹布１種（200g/㎡） 

② 樹脂       不飽和ポリエステル 

③ 各複合材料の繊維重量割合（％） 
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④ 繊維を使った複合材料平板の物性試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １．繊維増量による曲げ・衝撃強さ等の向上 

 ２．複合材料中おける繊維の均一な分散 

 ３．商品化可能性の調査 

 

基礎となった事業 
平成２０年度 オンリーワン技術開発支援事業（共同研究） 

テーマ名「植物系繊維／プラスチック複合材料の研究」 

担当部門 素材開発部門 主任研究員 磯 智昭 TEL：0296-33-4154 

背景・目的 

成果 

実験・結果 

今後の検討事項 

１．ジュート（麻の一種）、及び竹布を強化材とした 

燃焼処理可能な板状複合材料（繊維重量割合 

１０～１８％）を作ることができた。 

 

２．複合材料の曲げ最大点応力は、繊維重量割合 

１１％ＧＦＲＰに近い。 

ジュートＦＲＰ   竹布ＦＲＰ 

曲げ　最大点応力
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